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東口教室のメンバー同士の二子局です。

今、黒が◎と打ったところ。この手は好感が持てる手ですね。普通だと黒Ａや黒Ｂと打ち白◎が相場にと考えそう。

さて白番でどう打ちますか。
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白１と切って捨石にするのが良いサバキです。

黒４と取られて損しただけに見えますが
白５が好手。
白Ａや白Ｂは決めないことが大事です。
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黒６のオシなら強くハネます。黒は（7－十六）の弱点があるので（８－十三）と切るわけにはいかない。

白11まで脱出して、そう攻められない姿です。
なおこの後、黒12と地を稼いでくるならば・・・
二段ばねが形。

白19の手厚いマガリが良い感じです。

この後、白からＡの反撃、Ｂのシチョウアタリなどの狙いがあります。

二子局なので黒が形勢は良いが後半が白も楽しみです。

	実戦手順と解説
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東口教室のメンバー　六段格と四段の二子局です。

白1高目。私も良く打ちます。
黒４のカタに白５のオシでは、白７のスベリの実戦が多いがオシも立派な手です。
黒６のハネでは黒8と地にからく打つのもある。
白７のスベリは珍しい。定石は白8のマガリです。

実戦は黒８と出たが隅は何もせず黒12のノビキリが良かった。
白11のハイは小さい。

黒先手で大場に打ち好調。ただ広げ過ぎの感もあり。
下辺黒Ａが普通です。






	[image: ]2図　　
	


白15はひねった割り打ちですね。私は白(20)を選びます。
黒16のツメはこの一手。
白17のツケもサバキ筋の一つ。
黒18の割り込みは最強。ここは見応えある場面ですね。
上アテは無難。この手で下キリは急戦になり白が少し怖いかもしれない。
白２１のツギは正しい。

次の黒の着手は？

黒22のアテでは不満。これでは割り込みの顔が立たない。黒は切る一手でした。
白23とつがれてみると黒18、白19とタケフを出た形の悪手になっています。
こうなるなら黒は前にツケられたとき、黒22とハネを選ぶべきでした。
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ここで黒24と白進出を阻んだ着想が素晴らしい。この手で黒ＡやＢなら普通で白◎逃げが相場ですが
黒24は褒めたい手です。

さてここで白番どう打ちますか
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。
白２５のオシは重い感じです。黒の断点を自然に補強させていますから。

白の次の一手の正解は解答図です。

黒30では黒Ａと右側の黒を補強するほうが厚かった。
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参考図１
[image: ]













参考図２
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白31のキリは凄い。迫力は買います。ただやり過ぎですね。
黒３４と右側の黒四子を捨てても黒打てますが実は黒に好手がありました。

(参考図１)
このカケでぴったり取れていました。
際どいが黒の一手勝ち。


黒40の守りは一路右の黒(13－十三)が少し良かった。（白からのぞきの狙いがあるので）

白41は分断される心配があるが仕方ない。

黒44のカケは一路左の黒47なら無難です。
白47は気魄の出切りですね。
ここは頑張らないで黒一子を捨てるほうが打ちやすかった。

うーん。この手黒50は軟弱ですね。
今、戦いが始まったのばかりだから白の二子に迫る手を選びたい。
こう打ちたい。この後はいろいろあるでしょうが。
（参考図２）


	6図
[image: ]


参考図３
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	ここで黒52と地を稼ぐのはまだ早い。

中の黒を補強するか白を攻める手を打ちたいところ。
補強としては黒1が本手。(参考図３)

白53は形も馬の顔だが、黒の薄みを狙い好手です。
黒54は黒の弱点が怖くないと言っていますが心配ですね。
一本補強して黒54に打ちたかった。（前の参考図）

厳しい白55ツケが飛んできました。
ツケ切りが厳しい手段でした。
アテてから棒にツグと、白アテが利いていて分断できなかったのです。

この棒にツイだ手では良い手順がありました。
（参考図４）

ついに黒は分断されました。ただ実戦は黒62と反撃。この攻め合いは結構難しい。

実戦はここまで示します。結果は白が勝ちましたが、このあと両者最善を尽くした結論は難解です。

研究意欲のある方頑張ってみて下さい。
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